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モンゴル語のアクセント　：　オートセグメント理
論による分析










シ，ヨウ オ  
城生倍大郎  




















一dぇーn嵐／のように画定することができるとして、bound accentも立派に音舐  
論の研究対象となり得ることを説いている。服部氏の一貫した主張ほ、その後  
アクセソト素観の提唱に於て見事に結実しているが、小論の筆者も衷心よりこ  
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族生倍太郎・三上  司  






略）であろうとの見通しを立てることとなったのである。   





る。   
資料の分析の段階では筆者らの耳による記述以外に東京学芸大学設置の  
Pitch scaler（須藤貢明氏設計）及びペン措きオシロを併用して音響音声学的  
責付けとした。   
調査語桑は単独で発育された1音節～4音節語とし、それぞれi】1de丘nit  
for叫屈折形、接辞を伴った派生形が含まれるよう配慮してある。尚、録音ほ  



































2．2．Pitch説   
モンゴル語のアクセントを高さのみで捕捉し、強さを排除しようとする見方   








表 2  
PU境界  
＊P  （実在せず）（1P）  
可ヱ  竜＿  （2P）  
兜  三拝屯＿ （3Pj  
血（3P）  
ヱF司旦  同（4P）  
音節境界  
ax  （1）  
a▼淵a  （2）  
a－Xaap （2）  














ほStreet（1962）であると言われているので、併せて参照されたい。   
以上がPU説の要約であるが、次にこれを検討してみる。第1に、上の説に  
従って分析を進めると、結果的に見て服部（1951）に於ける首謀的音節の分析  
と殆ど変わるところがないことになるが、思うにこれは釣道民が服部説を尊ら   
モソゴ′レ語のアクセント  
蓑 3  
mora分析   
●＼l  
－；－！ －1＿  
M加m1 7；祐二吐  
J望】可望L  
MMMM ∠弛  
∠d了：司吐  
PU分析   
＊P  
PP  司巴  
司堅  






て分析されている点を見落してはならない。（後述2．3．参照）   



















奴生倍大郎・≡上  司   
箭3に、前節に於けるStreSS説の検討と同様の主旨により、高さ以外の音声  
的情籠を無視する事ほ、充分納得の行く説明が与えられない限り首首できな  




2．3．StreSS＆pitch説   














（P3）長母音・二重母音・ ／り／を含まない単語では、最後から2番目の蓋題  









ることができる。しかしながらⅡ0耳m皿（モンゴル）の場合にほ服部説に従う   





















有するので此処では改めて取り上げないこととする。   
3．Aでによる分析  







用に際して必要最小限の記述に止める。   





















ザ・ ・渠・  
a． Ⅴが1つ以上ある場合には、右端のⅤをHと結びつけよ。  ・■  





＃  （3）叩gi  
＼ HL   
次に、普遍的な、適格性の各件（Well－FormednessCondition，以下WFC）に  
従って残りの対応線が引かれる。  
（4）適格性の条件   
モソゴル語のアクセソト  







・粁 薫・ ▲昔  
（5）a・ b・  C・  
HL  HL  HL  
そこで、対応線は（4i）を保ちながら、以下に挙げる（4ii）の手順に従って引か  
れるとすべきである（6）。  






ほ既に結ばれている音調に結び付けられる。   
（4i）に加えて（4ii）が与えられると、正しく（5a）を選ぶことができる。正し  
い音調型（5a）は、語頭母音aが高いピッチを担い、語末母音iは低いピッチを  





3．2．単音節語   
まず単音節語から姶めよう。・モソゴル語の単音節語にほ、次の3つの音調型  
が観察される。  
1■  （6）a．勾旦（乱文）兄 b．剋（aa8）父 C．貢屯＿（Ⅹ孔a）何処  
弛（画取れ 』L（Y叫行為 威由（Ⅲ耶）まっすく小な   
城生倍太郎・三上  司  
盲吐（1－9p）家 地軸凡甘）皇帝苛迫匝ac）紙  
屯（嘩呵雪 弛座p）猥本の 哉L（裏吋卜家鴨  









（7）a・aX  b・Ⅹ  C・  d・Ⅹa  e・  












つのである。   
次に（6b）の音調現に；佳もう。ATでは、長母青を短母音の連続として扱う。  
aabという語の派生を示すと次のようになる。  
（8）a・  b・  C・  
HL  HL  LHL   
まずTAR（2）によって（8a）が得られ、次いで＿WFC（4）の適用により（8b）が  
得られる。この音調型で発話する人も数多く居るが、我々のインフォーマソト   




（9）a．音調挿入規則  b．阻紀聞単化規則Ⅰ  
帆   C 





とができる（9）。   
次に、二重母音を含んだ例も検討してみよう。まずTAR（2）によって（10a）  
（10）a．tlil b．tli13  C．tlila d．tlil∂  e，ilila  
／  
HL  
／   
HI. 
V／   
HL  
肌   
上HL  
‖  




て、正しい型である（10e）が得られることになる。   
残る（6c）に示した星印の付いた単音節語の派生を、閉式によって示すこと  










3．3．2音節語   
2苦節語の筈調型牒、次のように2つに分節できる。  
b．触（叡痛pm）工場   
触（A訂画英国   
均吐（如0）写真  













（13）a・0■  b・r  C■＝  止r  








W→蓋いⅤ－C。さ月            H L   
次に長母音が2音節めに来る例を検討してみよう。  
（15）a●S  b■S  C■  d‘  






、   
H T. →三三トco鱒♯  
（16）を設定すれば、（15c）は正しい型（15d）に変えられることになる。   
ここで、（14）と（16）を比べてみると、共通な部分が存在するので、2つの  
規則は（17）のように1つにまとめることができる。   
（17）曲線簡単化規則ⅠⅠ  
tl L  
（Ⅴ）b＿Co葬＃   
条件：a⊃b  
（9t））と鏡映像（mirrorimage）   
（18）のようになる。  
扇  
▲許  ■井  
i   fabrik  
l  
l・1l．  
ba封ii       】  
11L   
礫・  






の関係にあることは注目すべきであろう。   
上記以外の2音節語の派生を図式的に示すと   
（18）Lexicon a．m叩評ユ b．gax  
TAR（2）  mC1  g   
llI．  Ill  
m  g   
HL  Hエ′  
ⅡPl  
LHL  LHL  





CSII（17）  －、・・ 
・・  
LHL  
醜 ＿g拘 朝生 ‾埼吐   Output  




3．4．3音節語   





（Ea免pa耶M）友好  iraTndal   








HL   
▲纂・   
nairam（1al  
＼／  
（20）TAR（2）a・戒℃ b・badda   
・L  HL 
WFC（4）  召  barildaa  
＼レア  
barildaa   
∵．一  
ILI（9a）  










ことを付け加えておく。   
モンゴル語のアクセント   





（21）a．諾』   l〕．講和（11捌姐0）紙〔奪格〕  
苛旦吐  鞄（皿岬叫祭典〔対格〕  




・冥・ ・托・  
（22）a■CaSS  
b■C篭軍S  
そこで、（23）のようた星l：／］を与える叔朋＝StarAssignment Rule，以下SAR）  
を仮定する。  
（23）星印付万・規則  ・粋  
Ⅴ→＼▼／Q一トC。Ⅴ（二。柑   
（23）を仮定すれば、（2a）により（24a）が、次にWFC（4）によって（24b）が  
派生する。  
・井部・ ・終・甘 美・・拾  






¢→L／岨Ⅴ                        持   
つまり、第1音節の母音が星巨L」を含まない時にのみ適用するように親別に修正  
を加えるのである。こうすれげ、（24b）にはmIとCS一Ⅰが連用されず、正し  
い型が得られるようになる。   
妖生倍太郎・三上  司   
次に星印を持たない語の場合を検討してみよう。（26）にその昔調型が示され  
ている。   
（26）a・垣＿b・旦F迫（弧乱Å）兄トト位格］c．塵司聖（a貫a叫同左〔奪略〕  
魅＿ 塊（aBC叫取った  曲（払下aa耳）取って  
亜弘虫司吐（EOxO叫犬〔与位格〕由南扇』（甜Ⅹ政∝・G）  




b．ax＋ad  c．ax＋aaS  （27）sAR（23）   a．ax  ・諾・  
ax  
















CS－Ⅰ、（9b）  ・い ∴  
LHL  LHL  
ここで注致すべきことほ、SAR（23）の環境である。（23）は、最終の接尾辞  
が長母音、二重母音を含んでいるち持合には常に適用される 。Lかし（23）の奴  
別に、語幹に塵印を含む場合に限って適用されるという条件を付け加えても正  
しい音調を得ることができる（cf．28）。  









く説明することが可能なのである。しかし、このように分析すると、SAR（23）   
モンゴル語のアクセソト  159  
り適用領域を狭くして、娩別の一般性を失うことになってしまう。したがっ  
て、この解決法は好ましくなく、ここで採用することほできない。   
最後に、屈折語尾が2つ付いた場合の派生を示しておく。  





（29〉 s一Ⅶ（23）a・  
TAR（2）  
・賞・  C■S 
l＿11L   
ILI（17）  
CS－Ⅰ（9b）   











f．曲線簡単化規則ⅠⅠ（17）   
この親別体系を見ると、（30e．f）は、よく似た働きを持つにも拘らず、錠映像  
姐則として1つにまとめることができず、最適な（Optimal）文法とは言えない  





したい。   
威生イ百太郎・≡上  司   
































を扱ったHaleetal・（1977），〔＋ACC9nt］（≒［＋StreSS］）に対応する素性と見る   













とはできても、星印の実体を単なるStreSS とする見方には賛成できないとい  
うことになる。  


















日」などは05となって、母音の広狭がアクセントを支配するという例（14）など   











を持つことになろう。   
以上の諸点を勘案するに、全ての音声的特徴を統合して得られた服部氏提唱  




摘した二点はおよそ次のように修正されるべきであろう。   
（1）音調レベルほ、自律性を保ちながらも分節的な音韻レベルにある程  












〔注〕   
（＊）小論は1978年度筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科における「言語学時  
論（アルタイ語）」の講義内容の一部、及び1979年6月16日に早稲田大学で開   








インフォ・－マントとして御協力を得たら これらの諸氏に対し、此処に記して探  
謝の意を表する。   
川 但し、最近に至って城生（19瑚 などの発賽が行われている。  




（封 筆者らのdataによるり  
（5）このことについては，原口（1976）とそこで示きれた参考文献を参照のこと。  


























目きれている。   




REFERENCES   
Bolinger，D・L・（1958）L’LAtheoTyOfpitchaccentiTIEnglish’’，Wwd14，109－49．  
B■8、Rm叫】108，且Fし（1929）．Cl〕8－耽Te－1瓜8月1、pⅢ1こ8潤凡nloE鳳1もCⅨけ0ITlICbユ漑ⅡOPO  
よbⅢ血【t X凱Ⅹ8C軋－0二Ⅱ叩6q師，Jle耳血Llp乱且．  
ClaTk∴M・（1978）・メ仁q叩か雇ぃnⅥ由柑扉q／r血ば阻頼信ゆ相通㌧根知痛御仁わβ  





＋．（1976 b）・』視ね∫βg郁β弗gα7 P加邦0わgγ．pb．D．Dissertation，几ⅠIT．   
（Reprod11Ced byIndiana University Lirl糾1istics Club．）  
Hale，l（．L・M・Jeanneand P・Platero（1977）■“Tbree cases ofovergeneratlOn‖，   
in P・W，CullCOVer．T・WasowandA・Akmajlaneds．Formal＄yniax，379－  
416． New York：Academic 二Press．  
Hangirl．J・G・（1968）・Basic Cour5ein Mol？gOlian．Bloomington：Indiana  
University Press．  
原口圧輔（1976）．「新しい音形理論について」F言語文化論集J、1－24  
HaraglユC軋 S・（1977）・mば 7加ぼ f履抽Ⅵ q／ノ頑明蛸：d73 d視ね∫βg椚β諏ねJ  
rゐβロワげro弟OgOの′．Tokyo：ⅩaitakllSIla．  
＋・（1978）・“Thetone system ofthe Kumidialect：An autosegmental  
anal）▼Sis∴上厄〝妙加β∽d4頸蕨痛上物押血転11．65－S5．  
原口庄輔（1979）．「日本語音調の諸相」r言語の科学」7号，21－69  




1  ，（1961）．「アクセソト素・音節構造・喉昔音素」『音声の研究」第9粂一1－21  




放生倍大郎（1976）．「モソゴル語の母音調和」月刊F言語」5巻6且 5361．大修館  
＋，（197S）．「現代モンゴル語ノ、ルハ方言の超分節音韻論」慌汲大学大学院文芸・  
言語研究科博士課程講義Handout）  
－－－【「一一一 （1981）．「フラノス語のアクセソト、一オートセグメソト理論による分析」   
（日木フランス語学研究会第39回例会Handout）．  
放生信太郎・三上 司（1979）．「′、ルハモソゴル語のアクセソト再考－オートゼグメソト  
理論による分析」（1979年度日本モンゴル学会春季大会Ha爪do11t）  
角道正佳（197朝．「ハ′レハモソゴル語のピッチアクセソト」（1978年度目蕃モソゴル学会  
秋季大会Handout）．   







－－ ，（1979）．「契丹文字解読の新段階」（1979年定日本言語学会、第78同大会  
Hando11t）．  
Poppe，Ⅳ．（1965）．九仇敵溺加わ ノ用品；封喝戒融・Wiest】aden：Otto  
Harrassowitz．  
＋，（1970），MongolianLanguageHandbooh・Washington D・C・＝ Center  
foT Applied Linguistics，  
Sanzheyev．GD．（1973）．TheModern Mo僻gOlia弗Language・Moscow：yAUKA  
Publisllirlg House．  
Street，J・C・（1962）・’’Ⅸalmykshwa”，inAmcYicanSiudiesinAllawLinguisiics  
Bloomington：Indiana Univ．アress．  
＋，（1963）．∬ゐαJ見方α5わ′㍑Cねγβ．Tbe Ha釘1e：Mo11tOn・  
Stuart，D・G・（1957）・“Thephr101ogyofthewordinmodernstandardMongolユan”，  
Ⅳ8γd13，65－99．   
